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故
人
で
あ
ろ
げ

れ
8
J

共
の
生
存
中
は
米
閾
の
新
天
文
壷
な
開
拓
L
て

優
に
欧
州
り
諸
才
↓
ふ
到
抗
、
今
日
の
米
國
天
文
砂
の

重
き
な
な
す
所
以
な
来

L
t功
労
者
で
あ
る
こ
さ
は

今
夏
言
ふ
ま
で
も
な
い
こ
こ
ろ
で
あ
る
0

今
の
ラ
ッ

セ
Iv
敬
授
は
今
．
か
正
に
鋤
さ
盛
り
の
年
輩
で
、
や
に

リ
ぐ
4
カ
ラ
な
方
面
の
天
文
學
に
絶
え
す
新
見
地
な

抱
さ
つ
：
あ
る
成
綾
は
賀
に
眼
覺
ま
し
い
も
の
が
あ

を
欧
乱
り
始
ま
る
頃
、
ラ
ッ
セ
Iv
氏
は
、
か
の
有

名
な
る
巨
屋
倭
屋
の
就
な
出
し
て
、
天
骸
泄
化
論
に

新
し
い
一
轄
機
を
興
へ

t-さ
ば
、
今

nの
天
文
學

の
些
L
で
も
理
解
あ
ろ
者
ば
誰
で
も
知
る
さ
え
で

あ
る
0

最
近
氏
が
競
表
し

t
學
説
と
し
て
，
＊
誌
に

山
本
助
敬
授
が
紹
介
し
て
ゐ
る
通
り
｀
天
龍
雰
園
氣

こ
し
て
の
漉
離
酸
素
の
意
義
な
解
き
、
之
れ
を
以
つ

て
天
鱈
に
生
碗
の
有
無
な
列
別
す
る
某
木
な
悛
見

l

t
こ
さ
な
ざ
に
、
其
の
着
想
に
於
い
て
、
誠
に
敬
服

に
値

r
ろ
↓
J

こ
ろ
で
あ
ろ
0

天
腔
に
於
け
ろ
生
物
の

問
題
ば
、
し
ば
ゃ
旱
な
ろ
空
想
家
の
手
わ
離
れ
て
、

天
文
昂
者
に
よ
っ
て
非
常
に
具
骰
的
に
論
な
進
め
ら

な
る
こ
さ
に
な
っ
て
来
た
。
写
~
々
は
賀
に
面
自
い
時

代
に
生
れ
合
せ
た
も
の
で
あ
ろ
●
古
川
氏
の
隕
石
の

記
事
は
、
氏
の
秘
蔵
の
材
料
な
—
ヽ
に
、
天
界
の
た

め
に
提
供
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
0

大
な
ろ
興
昧
↓
J

感

謝
さ
な
持
つ
て
瞭
ん
で
買
ひ
た
い
●
三
澤
、
西
堀
雨

氏
の
記
車
は
一
般
岡
奸
名
の
励
ま
さ
れ
る

t
多
大
で

あ
る
さ
信
す
を
學
問
＜
J

い
ふ
も
の
が
、
吾
人
の

H
常

さ
決
し
て
根
本
的
に
か
げ
離
れ
た
も
の
で
は
な
い
。

忍
耐
さ
勉
強
さ
あ
れ
ば
、
能
で
も
學
界
に
貫
献
す
る

こ
7
]

が
出
来
る
の
で
あ
ろ
0

大
阪
の
橿
原
氏
も
亦
其

の
1

例
で
あ
る
。

廣

按
網
員
取
名
採
用

以
上
ノ
コ
ト

志
望
者
＾
六
月
末
H
迄
＿
＿
履
歴
書
提
出

ヲ
要
ス
尤
モ
詮
衡
ノ
都
合
上
可
成
本
人

ノ
直
接
出
頭
ヲ
便
宜
ト
ス

東
京
庶
布
飯
倉
一
ー
ー
丁
目

東

京

天

文

壷

告但
中
學
卒
業
程
度

本同

志

社

海

京

都

小

内

山

新

洛

南

支

源

治

耶

中

都

支

喜

代

嘉

四
陣
支

篤
之
助

＝

―

-

高

支

榮

―

―

一

郎

大
阪
支
部
大
阪
市
西
節
京
町
堀
一
丁
目

工
業
之

B
本
社

紳
戸
支
部
酔
戸
市
榮
町
J
i
/
1
ハ

八

渡

邊

定

助

明
6
支
乱
兵
庫
謡
明
石
市
女
子
涌
筵
學
校
小
泉
郁

甲
南
支
部
兵
庫
縣
尼
崎
市
嵩
等
女
學
校
木
村
孝
造

岡

山

支

部

岡

山

巾

門

出

二

十

一

ホ

野

千

里

名
古
屋
支
部
名
古
屋
市
東
厖
束
芳
野
町
沿
濱
野
箕

上
田
支
部
長
野
縣
上
田
市
高
等
女
學
校
中
澤
登

魁
一
郎

川
周
治寄

賀
和
吉

SET

翡
好

會五
畜清

一六
刷
部社

大
阪店

保
町社

張
町
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世
界
の
何
所
か
ら
で
も
見
わ
る
屋
を
全
部
網
羅
し
、
術

外
に
藪
百
の
星
雲
さ
星
園
、
雑
誌
を
含
む

京

都

大

學

天

文

奎

天

文
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好

會

骰
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星
圏
は
天
文
の
鍵
、
宇
宙
旅
行
の
獨
案
内

が
如
し

星
圃
無
し
に
星
を
見
る
者
は
燈
な
く
し
て
暗
夜
を
行
く
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